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第
四
十
六
回
　

C
F
C
通
常
総
会
開
催

ま
し
た
理
事
会
で
は
、
代
表
理
事
他
役
付
き

理
事
の
互
選
も
ご
審
議
頂
き
、代
表
理
事（
会

長
）
に
は
再
度
、
加
瀨
様
に
就
任
し
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
月
の
通
常
総
会
後
、
六
月
の
人
事
異
動
に

伴
い
監
事
の
松
井
様
が
辞
任
さ
れ
、
後
任
監
事

選
任
に
つ
き
ま
し
て
も
書
面
表
決
書
に
よ
り
臨

時
総
会
を
開
催
し
、
七
月
十
五
日
に
同
じ
オ
リ

エ
ン
タ
ル
酵
母
工
業
（
株
）
の
現
工
場
長
の
山
崎

様
が
後
任
監
事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
C
F
C
ニ
ュ
ー
ス
の
四
ペ
ー
ジ
に
二
〇
二
〇

年
度
の
役
員
体
制
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

が
、
改
め
て
加
瀨
会
長
の
も
と
C
F
C
会

員
の
皆
様
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
指
導
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
四
十
六
回
通
常
総
会
は
、
二
〇
二
〇
年

五
月
十
八
日
（
月
）
午
後
四
時
か
ら
「
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
」
に
て
開
催
す
る
予
定
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
春
先
か
ら
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
書
面
表
決
書
に
よ
り
ご
審
議
を

頂
く
形
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
左
記
の
三
つ
の
議
案
に
つ
い
て
会
員
各
社
よ

り
書
面
に
よ
り
ご
審
議
頂
き
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
　
二
〇
一
九
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
、

第
二
号
議
案
　
二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画
案

並
び
に
収
支
計
算
書
案
に
つ
い
て
、

第
三
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

本
総
会
の
終
結
を
も
っ
て
理
事
十
二
名
が

二
年
任
期
満
了
並
び
に
監
事
二
名
も
四
年

任
期
満
了
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
名
の
理

事
候
補
者
並
び
に
二
名
の
監
事
候
補
者
の

選
任
を
審
議
頂
き
ま
し
た
。
三
つ
の
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
三
十
二
社
の
会
員

企
業
よ
り
ご
承
認
を
頂
き
、
す
べ
て
原
案

通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
通
常
総
会
は
、
日
頃
ご
支
援
ご

指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
す
行
政
の
方
々
及
び

会
員
相
互
の
懇
親
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
例

年
の
昼
開
催
を
夕
方
の
開
催
に
時
間
を
ず
ら

し
、
総
会
後
に
開
催
し
ま
す
懇
親
会
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
頂
く
予
定
で
し
た
が
、
今
年
は

残
念
な
が
ら
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
役
員
改
選
で
は
、
す
べ
て
の
理
事
、

監
事
が
そ
の
ま
ま
重
任
と
な
り
ま
し
た
が
、

別
途
同
じ
く
書
面
表
決
書
に
よ
り
開
催
さ
れ

◎
食
品
工
業
団
地

　
形
成
推
進
事
業

　
二
〇
一
九
年
度
食
品
工
業
団
地
形
成

実
施
状
況
報
告
書
及
び
二
〇
二
〇
年
度

食
品
工
業
団
地
形
成
実
施
計
画
に
つ
い

て
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
十
三
日
付
農

林
水
産
省
関
東
農
政
局
経
営
・
事
業
支

援
部
食
品
企
業
課
経
由
、
農
林
水
産
大

臣
へ
提
出
し
、
二
〇
二
〇
年
八
月
四
日

付
農
林
水
産
大
臣
の
認
定
を
頂
き
ま
し

た
。
農
林
水
産
大
臣
の
認
定
を
頂
い
て

い
る
食
品
工
業
団
地
は
、
当
協
議
会
を

含
め
全
国
で
五
つ
の
団
体
の
み
で
す
。
今

年
も
食
品
工
業
団
地
形
成
実
施
計
画
に

基
づ
き
様
々
な
行
事
を
企
画
し
、
会
員

企
業
間
の
懇
親
を
図
る
予
定
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◎
オ
リ
エ
ン
タ
ル
酵
母
工
業
株
式
会
社

二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
付

　
千
葉
工
場
長
　
山
崎
　
章
弘（
新
任
）

（
こ
の
項
は
ご
通
知
を
頂
い
た
も
の
で

C
F
C
に
関
係
あ
る
方
の
異
動
の
み

を
掲
載
致
し
ま
し
た
。）

人
事
・
往
来

　
例
年
C
F
C
理
事
会
は
、
四
月
、
五
月

（
通
常
総
会
後
）、
十
月
及
び
三
月
に
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
三
月
の
理
事
会
は
二
〇
一
九
年
度
の
収
支

見
込
、
二
〇
二
〇
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
他
に
つ
い
て
、
ご
審
議
を
頂
く

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面
表
決
書
に
よ

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
四
月
の
理
事

会
は
第
四
十
六
回
通
常
総
会
に
付
議
す
べ
き

議
題
に
つ
い
て
、
理
事
会
で
事
前
に
ご
承
認

を
頂
く
予
定
で
し
た
が
、
こ
れ
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
書
面
表
決
書
に
よ

る
開
催
と
な
り
ご
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
十

月
は
、
今
年
度
上
期
収
支
報
告
を
ご
承
認
頂

く
予
定
で
す
が
、
三
密
を
避
け
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
り
開
催
す
る
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
　
理
事
会
へ
の
影
響
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加
瀨
　
晴
久

　
先
ず
は
会
員
各
社
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

経
済
活
動
や
企
業
経
営
環
境
が
非
常
に
厳
し

く
難
し
い
状
況
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
と
企
業
活
動
・
生
活
維
持

に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
当
協
議
会
の
第
四
十
六
回
通
常
総

会
、
本
来
で
あ
れ
ば
二
〇
二
〇
年
五
月
十
八

日
（
月
）「
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
」
に
て

盛
会
に
執
り
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
会
員
企
業
様
の
ご
理
解
を
頂
き
、
書
面

表
決
書
に
て
ご
審
議
頂
く
中
で
の
過
去
に
例

の
な
い
異
例
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
総
会
後
の
懇
親
会
に
て
折

角
、
会
員
企
業
様
や
ご
支
援
ご
指
導
を
頂
い

て
い
る
行
政
の
方
々
と
の
情
報
交
換
、
懇
親

の
場
を
少
し
で
も
落
ち
着
い
て
ま
た
盛
会
に

行
え
れ
ば
と
の
意
見
要
望
か
ら
、
今
年
度
は

総
会
の
時
間
帯
を
夕
刻
に
ず
ら
す
中
で
懇
親

会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
し
た
が

残
念
な
が
ら
次
年
度
総
会
へ
持
ち
越
し
と
な

り
ま
し
た
。
　

　
今
期
に
お
き
ま
し
て
は
先
に
記
し
た
総
会

と
合
わ
せ
理
事
会
の
中
止
に
よ
る
書
面
表

決
、
更
に
は
研
修
会
（
新
入
社
員
研
修
等
）、

専
門
部
会
（
労
働
部
会
）
が
窓
口
と
な
る
第

九
十
四
回
（
春
季
）
Ｃ
Ｆ
Ｃ
懇
親
ゴ
ル
フ
大

会
並
び
に
第
五
十
三
回
（
秋
季
）
野
球
大
会

に
つ
き
ま
し
て
も
中
止
見
合
わ
せ
と
致
し
ま

し
た
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
各
行
事
の
調
整
、

ま
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に

関
す
る
行
政
側
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
、
速
や
か

な
情
報
伝
達
等
々
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会
の
存

在
意
義
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
纏
め
行
動

を
頂
い
て
お
り
ま
す
事
務
局
に
は
大
変
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
心
か
ら
労
を
労

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
に

つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
防
止
策
の
徹
底
を
前

提
と
し
て
、
経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
一
方
で
新
規
感
染
者
数
は
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
と
経
済

活
動
の
両
立
が
い
か
に
難
し
い
課
題
で
あ
る

か
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
れ
に
し
ま
し
て
も
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
収
束
局
面
に
入
っ
た
と

し
て
も
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
定
着
し
、

経
済
活
動
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
相
当
な

時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
協
議
会
に
お
い
て
は
、
会
員
各
社
様
へ

様
々
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
正
確
な
情
報
を
お

伝
え
し
周
知
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。
今
後
の
活
動
に
お
い
て
も
会
員
各
社
様

と
情
報
交
換
を
行
い
感
染
防
止
に
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
協
議
会
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
、
引
き
続
き
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

会

長

挨

拶

千
葉
製
粉
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　
当
初
、
第
二
十
五
回
C
F
C
新
入
社

員
合
同
研
修
会
を
二
〇
二
〇
年
四
月
九
日

（
木
）、
十
日
（
金
）
の
二
日
間
、
千
葉
市
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
す
る
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
二
〇
二
〇
年
一
月
に
会
員
各
社
へ
案

内
を
出
し
、
今
年
も
多
く
の
企
業
か
ら
新
入

社
員
の
派
遣
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
二
十
五
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
新

入
社
員
研
修
会
も
第
二
回
か
ら
お
願
い
し
て

い
ま
す
オ
フ
ィ
ス
プ
レ
イ
ズ
代
表
の
目
賀
田

美
奈
子
先
生
が
講
師
で
す
。
こ
の
研
修
会
も

千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会
の
中
で
も

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
一
旦
、日
程
を
五
月
二
十
八
日（
木
）、

二
十
九
日
（
金
）
に
変
更
し
様
子
を
見
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
目
賀
田
先
生

に
も
ご
了
解
を
頂
き
、
合
同
研
修
会
を
中
止

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
入
社
員
合
同
研
修
会
は
、
半
年
後

に
研
修
生
の
成
長
を
見
る
こ
と
と
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
も
セ
ッ
ト
で
目

賀
田
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

が
、
春
の
新
入
社
員
研
修
会
が
中
止
と
な
っ

た
こ
と
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も
自
動
的

に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
①
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
人
材
と

は
？
（
学
生
と
社
会
人
の
違
い
）、
②
社
会

人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
マ
ナ
ー
（
身
だ

し
な
み
、
言
葉
遣
い
、
電
話
応
対
、
ビ
ジ
ネ

ス
書
、
メ
ー
ル
マ
ナ
ー
他
）
等
、
社
会
人
と

し
て
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
来
年
度
も
同
じ
時
期
に
新
入
社
員
研
修
会

を
企
画
し
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で
、
是
非
会

員
企
業
の
皆
様
に
は
こ
の
研
修
会
を
ご
活
用

頂
き
ま
す
よ
う
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
二
十
五
回
　

新
入
社
員
合
同
研
修
会
中
止
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皆
さ
ま
方
に
は
、
千
葉
市
の
み
な
ら
ず
、

わ
が
国
の
豊
か
で
安
全
な
食
の
供
給
に
よ
る

市
民
生
活
の
向
上
へ
の
ご
尽
力
を
は
じ
め
、

市
政
各
般
に
わ
た
り
ま
し
て
多
大
な
る
貢
献

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
例
年
五
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
本
会
の
通
常
総
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
書
面
決
議

と
な
る
な
ど
、
数
か
月
が
経
過
し
た
現
時
点

で
も
、
流
行
の
収
束
に
は
い
た
っ
て
お
ら
ず

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
様
な
中
、
本
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
を
契
機
と
し
て
、

今
年
三
月
に
「
ち
ば
し
チ
ェ
ン
ジ
宣
言
」
を

発
出
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
市

役
所
窓
口
に
お
け
る
滞
在
時
間
の
短
縮
の
推

進
や
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
家
庭
学
習
補

助
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
、
さ
ら
に
は
企
業
の

I
C
T
導
入
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
支
援

な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
策
の
さ
ら
な
る
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
事
態
が
長
期
化
し

た
場
合
に
お
い
て
も
社
会
・
経
済
活
動
が
維

持
で
き
る
よ
う
、
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
理
美
容
店
や
宿
泊
施
設
の
利

用
促
進
、
休
業
協
力
要
請
を
受
け
て
い
た
業

種
や
飲
食
店
へ
の
賃
料
の
助
成
、
事
業
者
向

け
臨
時
相
談
窓
口
の
設
置
期
間
延
長
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
今
年
四
月
以
降
、
六
回
に
わ
た
り
臨
時

の
補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

等
の
給
付
金
制
度
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

事
業
者
へ
の
市
独
自
の
給
付
金
の
支
給
と

い
っ
た
経
済
関
連
施
策
や
、
そ
の
他
の
様
々

な
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、
市
民
生
活
・
事
業
者
の
支
援
、
経
済
・

雇
用
対
策
な
ど
に
、
機
動
的
な
予
算
編
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
編
成
に
あ
た
り
ま
し

て
は
引
き
続
き
、
千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協

議
会
の
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、
そ
の

規
模
や
歴
史
か
ら
し
て
も
重
要
な
食
品
供
給

の
中
心
で
あ
り
、
本
市
が
全
国
に
誇
る
一
大
拠

点
で
す
。
食
品
の
安
定
供
給
は
生
活
に
お
け

千
葉
市
長
挨
拶

千
葉
市
長
　
　
熊
谷
　
俊
人

（
千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
協
議
会
顧
問
）

る
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
に
お
い
て
、
そ
の

重
要
性
は
よ
り
一
層
増
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
従
前
よ
り
こ
の
食
品
関

連
産
業
を
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
べ
き
分

野
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
平
成
二
十
六

年
四
月
の
条
例
改
正
に
よ
る
工
場
立
地
法
に

お
け
る
緑
地
率
の
緩
和
と
あ
わ
せ
、
市
内
に

お
い
て
も
特
に
支
援
が
手
厚
い
エ
リ
ア
と
し

て
指
定
を
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
安
定
し
た
操
業
を
で
き
る
よ

う
、
各
種
支
援
施
策
な
ど
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
定
し
た
操
業
に
あ
た
っ
て
必
要

不
可
欠
と
な
る
従
業
員
の
確
保
と
い
う
点
に

お
い
て
は
、
若
い
世
代
の
方
々
に
も
の
づ
く

り
の
産
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
、

小
中
高
生
等
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど

を
実
施
し
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
二
〇
二
一
年
は
千
葉
市
が
誕
生
し

て
一
〇
〇
年
目
と
い
う
節
目
と
な
り
ま
す

が
、
地
域
経
済
を
担
っ
て
き
た
歴
史
の
あ
る

千
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
を
機
に
多
く
の
市
民
の
方
に
改
め
て
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
食
品
関
連
業
界
で
働

き
た
い
と
思
う
人
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
企
業
の
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

環
境
美
化
活
動

二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
食
品
工
業
団
地
内

の
環
境
美
化
を
目
指
し
、
道
路
上
の
「
空
き

缶
・
タ
バ
コ
・
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
」
を
無
く

す
活
動
と
し
て
、
毎
月
第
三
番
目
の
水
曜
日

の
九
時
か
ら
一
斉
清
掃
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
会
員
各
社
の
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
活
動
の
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
ま

す
。
あ
る
会
員
企
業
で
は
、
月
一
回
の
一
斉

清
掃
だ
け
で
は
な
く
、
週
二
回
月
曜
日
と
木

曜
日
に
会
社
敷
地
前
の
歩
道
等
、
多
く
の
社

員
の
方
々
が
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

食
品
工
業
団
地
内
の
環
境
美
化
活
動
に
会
員

各
社
の
益
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
今
年
度
も
活
動
を
継
続
し
て
環
境
美
化

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

C
F
C
事
務
所
が
あ
る
緑
地
へ
の
空
き

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
不
法
投
棄
は
大
分

減
り
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
路
上
へ
の
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
な
か
な
か
減
ら
な
い
の

が
残
念
で
す
。
　
　
　
　
　
　（
陸
上
部
会
）
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退任役員

○部会長退任

労働部会長 能勢　信幸
（千葉製粉㈱監査役）

計量部会長 加納　　理
（千葉共同サイロ㈱前常務取締役）

総務部会長 髙岡　良史
（古谷牛乳㈱上席執行役員物流部長）

○監事辞任

監　 事 松井　誠治
（オリエンタル酵母工業㈱前千葉工場長）

役　　員　　2020 年 8 月1 日現在

会　 長 加瀨　晴久
（千葉製粉㈱代表取締役社長）

副 会 長 加藤　丈明
（日本サイロ㈱代表取締役社長）

〃 金澤　範和
（サミット製油㈱代表取締役社長）

常務理事 山田　　修
（日本タンクターミナル㈱代表取締役社長）

〃 上田　惠治
（山崎製パン㈱執行役員千葉工場長）

〃 飯塚　裕之
（日新製糖㈱常務執行役員）

〃 白鳥　悟嗣
（白鳥製薬㈱代表取締役社長）

〃 祐源　通延
（千葉共同サイロ㈱代表取締役社長）

理　 事 横川　　聰
（千葉県米穀㈱監査役）

〃 藤本　　正
（新東日本製糖㈱代表取締役社長）

〃 尾﨑　克俊
（日清製粉㈱千葉工場長）

〃 益田　　典
（ミヨシ油脂㈱千葉工場長）

監　 事 松本喜代司
（大東製糖㈱総務部長）

〃 山崎　章弘
（オリエンタル酵母工業㈱千葉工場長）

港湾部会長 中島　照次
（日本サイロ㈱顧問）

労働部会長 榎本　健史（2020年4月就任）
（千葉製粉㈱総務部長）

計量部会長 松本　耕一（2020年6月就任）
（千葉共同サイロ㈱常務取締役）

陸上部会長 出野　大成
（山崎製パン㈱千葉工場総務課長）

総務部会長 亀井　聡一（2020年6月就任）
（古谷乳業㈱取締役総務部長）

用排水部会長 富久保勝也
（不二製油㈱千葉工場長）

（役員の役職は各社株主総会後）
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令
和
二
年
度
定
時
総
会
が
、
二
〇
二
〇
年

六
月
三
十
日
（
火
）、
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
号
議
案 

令
和

元
年
度
事
業
実
績
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、

第
二
号
議
案 

令
和
二
年
度
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
、
第
三
号
議
案 
役
員
変
更
に
つ

い
て
事
務
局
の
説
明
後
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議

案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
時
総
会
開
催
に
先
立
ち
、
当
協
議
会
顧
問

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
熊
谷
市
長
に
左
記
の
と
お
り
ご

挨
拶
を
頂
戴
し
、
千
葉
市
企
業
立
地
課
柿
沼
課

長
様
に
ご
挨
拶
文
の
代
読
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　『
新
港
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
令
和
二
年
度
定
例
総
会
　
挨
拶
文
』

　
　
令
和
二
年
六
月
三
十
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル

　
本
日
、
新
港
地
区
連
絡
協
議
会
総
会
が
こ

の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆

様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
会
長
の
佐
藤
様
を

中
心
に
一
致
団
結
さ
れ
、
新
港
地
区
の
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
政
全
般
に
わ
た

り
ま
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
が
続
き
、
新
港
地
区
連
絡
協
議
会
の

会
員
企
業
様
を
始
め
、
企
業
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
と
こ
ろ
か
と
存
じ
ま
す
。

　
千
葉
市
で
は
本
年
三
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
契
機
と
し
た
「
ち
ば
し
チ
ェ
ン
ジ

宣
言
！
」
を
発
出
い
た
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
市
役
所
窓
口
に

お
け
る
滞
在
時
間
の
短
縮
の
推
進
、
市
立
小

中
学
校
に
お
け
る
家
庭
学
習
補
助
コ
ン
テ
ン
ツ

の
導
入
、
企
業
の
I
C
T
導
入
に
よ
る
生
産

性
向
上
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
感
染
拡
大
防

止
策
の
さ
ら
な
る
強
化
と
、
こ
の
事
態
が
長
期

化
し
た
場
合
に
お
い
て
も
社
会
・
経
済
活
動

が
維
持
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
構
築
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
月
開
催
さ
れ
た
千
葉
市
議
会
定

例
会
に
提
出
し
、
可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連

事
業
と
し
て
、
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
「
ち

ば
し
チ
ェ
ン
ジ
宣
言
関
連
」
事
業
の
他
、
経
済

関
連
施
策
で
は
、
理
美
容
店
や
宿
泊
施
設
の

利
用
促
進
、
休
業
協
力
要
請
を
受
け
て
い
た

業
種
や
飲
食
店
へ
の
賃
料
の
助
成
、
事
業
者

向
け
臨
時
相
談
窓
口
の
設
置
期
間
延
長
に
か

新
港
地
区
連
絡
協
議
会
定
時
総
会
開
催

か
る
経
費
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
、
新
た
な
感
染
症
対
策
、
市

民
生
活
・
事
業
者
の
支
援
、
経
済
・
雇
用
対

策
な
ど
に
機
動
的
に
予
算
編
成
し
て
参
る
所

存
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
新
港
地
区
の
皆
さ
ま

方
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
な
ど
の
ご
協
力

を
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
、
市
役

所
は
も
と
よ
り
、
市
民
や
企
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

方
々
が
、
日
々
の
活
動
を
よ
り
柔
軟
で
効
率
的

な
方
向
へ
と
、
と
も
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
留
ま
ら
ず
、

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
万
全
の
操
業
環

境
を
提
供
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
千
葉
市
の
今
後
の
発
展
の
た
め
、

引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
港
地
区
連
絡
協
議
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
、
お
集
ま
り
の
皆
様
の
ご
健

勝
・
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
二
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
千
葉
市
長
　
熊
谷
　
俊
人

第
九
十
四
回
　

C
F
C
ゴ
ル
フ
大
会
中
止

第
五
十
三
回
　

C
F
C
野
球
大
会
中
止

　
第
五
十
三
回
C
F
C
野
球
大
会
を
今
年
も
九

月
中
旬
よ
り
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
残

念
な
が
ら
今
年
は
開
催
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
直
前
ま
で
加
瀨
会
長
並
び
に
榎
本
労
働

部
会
長
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
は
勝
て
ず
苦
渋
の
決
断
を
致
し
ま
し

　
会
員
同
士
の
懇
親
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す

C
F
C
ゴ
ル
フ
大
会
を
毎
年
二
回
（
春
と
秋
）

企
画
し
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
第
九
十
四
回

C
F
C
ゴ
ル
フ
大
会
は
、今
年
五
月
三
十
日（
土
）

に
袖
ケ
浦
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
新
袖
コ
ー
ス
に
て

六
組
二
十
四
人
の
フ
ル
メ
ン
バ
ー
で
の
開
催
予

定
で
し
た
。
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
れ
る
の
で
あ
れ
ば
開

催
も
可
能
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
五
月
は
非
常
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
ば

か
り
で
仕
方
な
い
と
割
り
切
っ
た
も
の
の
、
例

年
通
り
十
月
頃
に
秋
の
大
会
を
企
画
す
る
予
定

で
し
た
が
、
全
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
今
年
度
は
春
秋
と

も
に
開
催
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
基
本
的
に
は
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

付
け
れ
ば
、
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
は
気

分
的
に
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
、
協
議
会
主
催
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た
こ
ろ
に
再
度
企
画

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
是

非
、
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　
　（
労
働
部
会
）

た
。
五
十
年
以
上
も
続
く
伝
統
あ
る
野
球
大
会

で
す
が
、
今
年
は
選
手
の
方
々
の
健
康
を
第
一
に

考
え
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
来
年
も
こ
の
時
期
に
C
F
C
野
球

大
会
を
企
画
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
労
働
部
会
）
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海外から

小麦・
とうもろこし

さとうの
原材料動植物油冷とうの

農水産物

千 葉 港

製めん工場製パン・製菓工場
せい か

消費者
しょうひしゃ スーパー 外食産業

サイロ倉庫貯油タンク冷とう庫・冷ぞう庫
ニューポート
産業（株）

日本タンク
ターミナル（株）

サミット製油（株）
不二製油（株）千葉工場

ミヨシ油脂（株）
千葉工場

（株）美浜フーズ山崎製パン（株）
千葉工場

新東日本製糖（株）
大東製糖（株）
日新製糖（株）千葉工場

オリエンタル酵母工業（株） 千葉製粉（株）／日清製粉（株）千葉工場

千葉共同サイロ（株）
千葉埠頭サイロ（株）
日本サイロ（株）

※千葉食品コンビナートにある主な企業をけいさいしています。

製粉工場飼料工場製糖工場精製油工場

食品加工
工場 油脂食品加工工場

ゆ し

せい せい ゆ せい とう せい ふんし りょう

その他
・学校の給食
・千葉市の動物公園
など

た

38 39

2 千葉食品コンビナート

　千葉市美
み

浜
はま

区にある千葉食品コンビナートは，1964年に日本で初めてつくられた食品工業団

地で，現
げん

在
ざい

30をこえる企
き

業
ぎょう

が集まり日本最大きぼとなっています。

　小麦，とうもろこし，油
ゆ

脂
し

，さとうの原料，冷とう水産物など，外国から船で運んできた原料

を陸あげし，サイロやタンク，倉庫に保
ほ

管
かん

します。保管された原料は，その近くにある工場で，

小
こ

麦
むぎ

粉
こ

，さとうなど食品の材料に加工されます。それらの食品の材料は，さらにその後ろにある

工場で，パンやおかし，めんなどの食料品に加工されます。また，工場のまわりには，つくられ

た製
せい

品
ひん

を保管したり，出荷したりしている倉庫や物流の会社があります。

　このようにして食品にかかわる会社を１か所に集めることで，原料が仕入れやすくなったり，

輸
ゆ

送
そう

するきょりや時間を短くすることができ，食品を効
こう

率
りつ

よくつくることができるようになって

います。

　ここでつくられた製品は千葉市内だけでなく，首
しゅ

都
と

圏
けん

や全国に運ばれていて，わたしたちの食

生活を支
ささ

える重要な拠
きょ

点
てん

になっています。

　小麦やさとうの原材料などを積んだ船が海外からやってきました。商品としてわたしたちの手

元にとどくまでを見てみましょう。

❶ 日本における最初で最大の食品工業団
だ ん

地
ち

❷ 商品がとどくまで

コンビナートって何だろう？
　製品の生産や流通を効率的にするため，原料の保管から生産・加工，流通を行う企業の集

合体，もしくはその工業地帯をいいます。

　食品コンビナート以外にも「石油コンビナート」や「鉄
てっ
鋼
こう
コンビナート」などがあります。

千葉食品コンビナートの周りには、このほかにも食品に
関わるいろいろな企業や施設が集まっているんだよ。

　千葉市内の小学校新 5年生向けに千葉市が、「千葉市の海辺～遠浅のうみ　豊かなめぐみ～」を製作しました。
「海辺の産業」として千葉食品コンビナートがイラスト付きで紹介され、千葉市から依頼を受けイラストの監修
を行いました。

千葉市副読本のご紹介
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小麦・
とうもろこし
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原材料動植物油冷とうの

農水産物

千 葉 港

製めん工場製パン・製菓工場
せい か

消費者
しょうひしゃ スーパー 外食産業

サイロ倉庫貯油タンク冷とう庫・冷ぞう庫
ニューポート
産業（株）

日本タンク
ターミナル（株）

サミット製油（株）
不二製油（株）千葉工場

ミヨシ油脂（株）
千葉工場

（株）美浜フーズ山崎製パン（株）
千葉工場

新東日本製糖（株）
大東製糖（株）
日新製糖（株）千葉工場

オリエンタル酵母工業（株） 千葉製粉（株）／日清製粉（株）千葉工場

千葉共同サイロ（株）
千葉埠頭サイロ（株）
日本サイロ（株）

※千葉食品コンビナートにある主な企業をけいさいしています。

製粉工場飼料工場製糖工場精製油工場

食品加工
工場 油脂食品加工工場

ゆ し

せい せい ゆ せい とう せい ふんし りょう

その他
・学校の給食
・千葉市の動物公園
など

た
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2 千葉食品コンビナート

　千葉市美
み

浜
はま

区にある千葉食品コンビナートは，1964年に日本で初めてつくられた食品工業団

地で，現
げん

在
ざい

30をこえる企
き

業
ぎょう

が集まり日本最大きぼとなっています。

　小麦，とうもろこし，油
ゆ

脂
し

，さとうの原料，冷とう水産物など，外国から船で運んできた原料

を陸あげし，サイロやタンク，倉庫に保
ほ

管
かん

します。保管された原料は，その近くにある工場で，

小
こ

麦
むぎ

粉
こ

，さとうなど食品の材料に加工されます。それらの食品の材料は，さらにその後ろにある

工場で，パンやおかし，めんなどの食料品に加工されます。また，工場のまわりには，つくられ

た製
せい

品
ひん

を保管したり，出荷したりしている倉庫や物流の会社があります。

　このようにして食品にかかわる会社を１か所に集めることで，原料が仕入れやすくなったり，

輸
ゆ

送
そう

するきょりや時間を短くすることができ，食品を効
こう

率
りつ

よくつくることができるようになって

います。

　ここでつくられた製品は千葉市内だけでなく，首
しゅ

都
と

圏
けん

や全国に運ばれていて，わたしたちの食

生活を支
ささ

える重要な拠
きょ

点
てん

になっています。

　小麦やさとうの原材料などを積んだ船が海外からやってきました。商品としてわたしたちの手

元にとどくまでを見てみましょう。

❶ 日本における最初で最大の食品工業団
だ ん

地
ち

❷ 商品がとどくまで

コンビナートって何だろう？
　製品の生産や流通を効率的にするため，原料の保管から生産・加工，流通を行う企業の集

合体，もしくはその工業地帯をいいます。

　食品コンビナート以外にも「石油コンビナート」や「鉄
てっ
鋼
こう
コンビナート」などがあります。

千葉食品コンビナートの周りには、このほかにも食品に
関わるいろいろな企業や施設が集まっているんだよ。

令和 2年 3月発行：千葉市・千葉市教育委員会

千葉市のホームページで 千葉市の海辺 検索
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2020年８月１日現在

一般社団法人　千葉食品コンビナート協議会　会員一覧

NO 事 業 所 名 郵便番号 所 在 地 電 話 番 号

１ オリエンタル酵母工業株式会社千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 8 − 2 043-244-6111

２ 株式会社関電工　東関東営業本部　千葉支店 260-8558 千葉市中央区新宿 2 − 1 − 24 043-370-4700

　　〃　　　　　　〃　　 千葉営業所 261-0002 千葉市美浜区新港 46 043-244-5215

３ 関東港業株式会社　千葉営業所 261-0002 千葉市美浜区新港 58 − 2 043-241-1721

４ 関東砂糖株式会社　 （本社） 104-0033 東京都中央区新川 2− 9 − 1 新川 KHビル 4 階 03-3555-1900

5 サミット製油株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 38 043-242-3351

6 サミット美浜パワー株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 35 043-238-7997

7 白鳥製薬株式会社　 （本社） 261-7128 千葉市美浜区中瀬2−6−1 WBGマリブイースト28F 043-307-8977

   　〃         千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 54 043-242-7631

8 新東日本製糖株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 36 043-242-8641

９ 大東製糖株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 44 043-302-3108

10 大有株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 13 043-204-5061

11 千葉共同サイロ株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 16 043-241-1231

12 千葉県米穀株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 10 043-242-6151

13 千葉製粉株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 17 043-241-0111

14 千葉埠頭サイロ株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 17 043-248-2226

15 株式会社ニチレイフーズ 261-0002 千葉市美浜区新港 9 043-248-2107

16 日新製糖株式会社 103-8536 東京都中央区日本橋小網町 14 − 1 03-3668-2422

   　　　〃       　 千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 52 ㈹ 〃 　

17 日清製粉株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 8 − 1 043-246-7101

18 一般財団法人 日本穀物検定協会 261-0002 千葉市美浜区新港 60 − 2 043-241-9308

19 日本サイロ株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 3 − 2 043-241-0316

20 日本タンクターミナル株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 2 − 1 043-238-6211

21 日本通運株式会社 千葉中央事業所 261-0002 千葉市美浜区新港 153 043-247-0202

22 日本甜菜製糖株式会社 108-0073 東京都港区三田 3−12−14　ニッテン三田ビル 03-6414-5522

　　〃　　　千葉物流センター 261-0002 千葉市美浜区新港 30 043-301-7714

23 ニューポート産業株式会社 261-0002 千葉市美浜区新港 50 043-246-5502

24 株式会社ネオテック 261-0002 千葉市美浜区新港 28 − 1 043-247-9101

25 株式会社フロンティア 261-0002 千葉市美浜区新港 42 − 4 043-301-8338

26 古谷乳業株式会社 260-0026 千葉市中央区千葉港 7 − 1 043-241-0331

27 不二製油株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 35 − 1 043-204-3399

28 株式会社美浜フーズ 261-0002 千葉市美浜区新港 12 043-247-1553

29 ミヨシ油脂株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 2 − 5 043-247-3440

30 向島運送株式会社 千葉美浜事業所 261-0002 千葉市美浜区新港 27 043-203-5201

31 山崎製パン株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 22 043-246-7111

32 理研ビタミン株式会社　千葉工場 261-0002 千葉市美浜区新港 56 043-243-1122

　　（　計　32 社　）

編 集 後 記
　早いもので、千葉食品コンビナート協議会の事務局長になって 3年半が経とうとしています。
毎年恒例の行事も毎回趣向を凝らしてみようと思って企画しています。今年の通常総会は夕方か
ら開催することで、議案を審議していただいた後の懇親会では、皆様にゆっくり懇親を深めて頂

こうと思っておりました。しかしながら、ご存じの通り新型コロナウイルスが猛威を振るい、せっかく通常総会でご承
認を頂いたほとんどの行事が開催を見送ることになっています。理事会や総会は全て書面表決書による審議となり、毎
年恒例の新入社員合同研修会や会員相互の懇親を深める機会のゴルフ大会、50 年以上も続いていた歴史のある野球大会
も今年は新型コロナウイルスの影響ですべて中止となってしまいました。このままの状態が続くと来年 1月の賀詞交歓
会も中止せざるを得ないと思います。できるだけ早くワクチン等が出回り、新型コロナウィルスの感染拡大が終息して
くれるのを祈るばかりです。
　今後とも皆様のご指導・ご支援を頂きながら活動していきますので、皆様ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。


